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東京都立府中工業高等学校

平成3１年度年間授業計画

教科　（工業技術科）　　科目（３年　実習）　　　単位数：【４単位】
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工業技術科　3年2組　担当者　各種機械Ⅰ・Ⅱ：川口　３Ｄプリンタ・レーザ加工：栗原　プログラミング・電気工作：飯島

新版機械実習１(実教出版）　新版機械実習２（実教出版）

【各種機械Ⅱ】
①旋盤作業
②タレット旋盤作業
③歯切り盤（ホブ盤）
④フライス盤作業
⑤組立作業

・各種機械を用いて製作した部品について仕上げを行う。
・制作した部品の組立を行い作品を完成させる。
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【３Ｄプリンタ】
①３ＤＣＡＤの操作方法に
ついて学習する。
②３Ｄプリンタの操作方法
について学習し、作品を出
力する。

・ＣＡＤの基本操作を確認する。
・３ＤＣＡＤの基本的な操作について学習する。
・３ＤＣＡＤでデザインしたものを３Ｄプリンタで出力し、作品をつくる。

【プログラミング】
①プログラミングの基礎知
識
②マクロ等のプログラミン
グ
③パソコン上でのプログラ
ム動作確認等について

・プログラミングについての基礎的な技術の復習を行う。
・EXCEL上のマクロを使用し、簡単な動作のプログラムの作成を行う。
・マクロを用いた簡易的なゲームを生徒各自で作成し、内容や出来栄えを評価し
合う。
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実習態度、作品、報
告書、出席状況など
を総合的に判断し
評価する。【レーザー加工実習】

①ＣＡＤ
②ＣＡＭ
③レーザー

ＣＡＤにおいては、ＣＡＤソフトの基本操作（作図、編集）・基本課題の作図
ＣＡＭにおいてはＣＡＤデータからのＮＣデータからの変換とその手順レーザー加工機
の取り扱い及び安全作業（起動・プログラム入力・加工機上での修正・加工）。製品の
組み立て

【電気工作】
①電気回路等の復習を行
う。
②課題に沿った電気工作を
行う。

・電気回路について復習を行う。
・回路の接続については、サーキットテスター等を用いて導通試験を行う。
・課題に沿った電気工作を行い、作品の出来栄え等相互評価を行う。

※　年間で、前期３項目・後期３項目を班毎にローテーションする。

【各種機械Ⅰ】
①全体説明
②旋盤作業
③タレット旋盤作業
④歯切り盤（ホブ盤）
⑤フライス盤作業

・旋盤作業：ｱﾙﾐﾆｳﾑや真鍮の加工などを行い、今までの使用してきた材料との違
いを体験し、精度を出せるようにする。
・フライス盤：ｱﾙﾐﾆｳﾑの加工を用い、精度を出せるようにする。
・歯切り盤の使用法を知る。


